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教育実習生が来ています！ ＜１０/５～＞

新型コロナウイルスの「距離をとる」について

１０月５日(月)から 先生が、４年１組に教育実習

に来ています。 先生は、泉小学校・泉中学校の卒業生であり、約１０年前

に今の子どもたちと同じようにこの校舎で学んでいた先輩です。今は、大学で

教師になるために勉強をしています。

さて、 先生になぜ教師をめざすようになったのかを質問してみました。

児童生徒一人一人の教育的ニーズを把握し、その持てる力を高め、生活や学習

上の困難を改善又は克服するため、適切な指導及び必要な支援を行う特別支援

教育に携わりたいと強く思い教師への道を決めたということです。

自分がなりたい職業、仕事の夢を持つことは素晴らしいことです。目標を持

つと、やる気が出ます。夢に向かって頑張る姿は、美しいものです。この教育

実習でいろんな事を学び、夢を実現させてほしいと思っています。

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策の一つとして「ソーシャルディスタ
ンス(社会的距離)」という用語が使われています。ある一定の距離感を保ち、
飛沫や接触を避けることで、新型コロナウイルス感染するリスクを軽減すると
いうものです。この用語は、報道機関や医療機関の関係者、行政や各分野で多
くの人たちが使用し今では子どもたちも自然に使っています。この用語により
新型コロナウイルス感染予防に対する意識の向上にもつながり、「新しい生活
様式」の環境構築が可能となりました。
しかし、社会的な距離という言葉は「人とのつながりの減少により社会的孤

立が生じる」恐れがあることから「身体的な距離は取っても心の距離はとらな
い」という意味で、世界保健機構(ＷＨＯ)は、｢フィジカルディスタンス｣とい
う言い方に改めています。福岡県では、「セーフディス
タンス」「キープディスタンス」という用語も提案して
います。また、無理に外来語を使用せず、わかりやすく
日本語で｢人との距離の確保｣｢適切な距離を保つ｣「距離
をとりましょう」等の表現も推奨されています。

「福岡県教育委員会」「福岡県ＰＴＡ連合会」より
家庭教育は、すべての教育の出発点として、乳幼児期からの親子の愛情と家
族とのふれ合いを通じて、子どもが基本的な生活習慣や、他者への思いやりや
善悪の判断、自立心や社会的なマナーなどを身に付けていく上で重要な役割を
担っています。
福岡県では、保護者の皆様に対して、家庭教育の大切さと役割を考えていた
だくために、家庭で実践していただきたい１１項目を設定し、本県の青少年育
成方策の基本となる「福岡県青少年健全育成総合計画(青少年プラン)」に保護
者の皆様へのメッセージとして掲載するともに、｢福岡県家庭教育のすすめ｣と
してチラシを作成しました。また、チラシの周知並びに本県における家庭教育
のさらなる充実を図るために福岡県教育委員会と福岡県ＰＴＡ連合会が連携し
「『福岡県家庭教育のすすめ』ＰＲ動画｣を作成しましたのでぜひご覧ください。

ＨＰ「ふくおか社会教育ネットワーク」
http://www.fsg.pref.fukuoka.jp/


